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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第91期
第２四半期
連結累計期間

第92期
第２四半期
連結累計期間

第91期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (百万円) 101,232 101,615 232,679

経常利益 (百万円) 10,775 10,482 29,291

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 6,902 7,270 17,463

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 6,682 7,616 11,876

純資産額 (百万円) 167,851 176,522 173,720

総資産額 (百万円) 220,256 238,890 247,076

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 80.04 84.24 202.46

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 76.0 73.5 69.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 14,465 15,275 27,111

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,090 △4,467 △18,026

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,483 △4,829 △4,037

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 52,974 55,123 49,147
 

 

回次
第91期
第２四半期
連結会計期間

第92期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 49.97 54.77
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２　売上高には、消費税等は含まれていない。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載していない。
　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はない。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりである。

　

(建設事業)

前連結会計年度において非連結子会社であった㈱船田土木は、重要性が増したため、第１四半期連結会計期間か

ら連結の範囲に含めている。

また、前連結会計年度において持分法適用の非連結子会社であった青葉建設㈱は、重要性が低下したため、第１

四半期連結会計期間から持分法適用の範囲から除外している。

　

この結果、平成28年９月30日現在では、連結子会社は11社となった。
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第２ 【事業の状況】

「第２　事業の状況」における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示している。

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はない。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当グループが判断したものである。

　

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間の当グループを取り巻く環境は、企業収益の改善等を背景に企業の設備投資は持ち

直しの動きがみられるものの、公共投資は底堅い動きとなり、依然として厳しい状況で推移した。

このような情勢のもと、当グループは建設事業においては民間発注工事の受注確保に努め、製造・販売事業に

おいては、販売数量の確保及び採算性の維持に努めてきた。

当第２四半期連結累計期間の受注高は1,149億７千４百万円（前年同期比2.2％増）、売上高は1,016億１千５百

万円（前年同期比0.4％増）、営業利益は103億２千３百万円（前年同期比0.7％減）となった。また、経常利益は

104億８千２百万円（前年同期比2.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は72億７千万円（前年同期比

5.3％増）となった。

なお、当グループは、連結会計年度の売上高における下半期の売上高の割合が大きくなるといった季節的変動

がある。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりである。

(建設事業)

建設事業の当第２四半期連結累計期間の受注工事高は814億６千９百万円（前年同期比5.6％増）、完成工事高

は678億９千２百万円（前年同期比3.3％増）となり、営業利益は54億７千２百万円（前年同期比6.3％減）となっ

た。

(製造・販売事業)

製造・販売事業の当第２四半期連結累計期間のアスファルト合材及びその他製品売上高は335億５百万円（前年

同期比5.0％減）となり、営業利益は68億９千９百万円（前年同期比5.5％増）となった。

(その他)

当第２四半期連結累計期間のその他売上高は２億１千７百万円（前年同期比11.9％減）となり、営業利益は４

千６百万円（前年同期比415.1％増）となった。
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(2) 財政状態の分析

①　資産の部

流動資産は、前連結会計年度末に比べ132億３千１百万円減少し、1,355億５千７百万円となった。これは主

に、回収による受取手形・完成工事未収入金等の減少によるものである。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ50億４千４百万円増加し、1,033億３千２百万円となった。これは主

に、土地の増加によるものである。

以上の結果、資産合計は前連結会計年度末に比べ81億８千６百万円減少し、2,388億９千万円となった。

②　負債の部

流動負債は、前連結会計年度末に比べ101億４千９百万円減少し、393億９千４百万円となった。これは主

に、支払いによる支払手形・工事未払金等の減少及び納税による未払法人税等の減少によるものである。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ８億３千９百万円減少し、229億７千３百万円となった。これは主に、

独占禁止法関連損失引当金の減少によるものである。

以上の結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ109億８千８百万円減少し、623億６千７百万円となった。

③　純資産の部

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ28億２百万円増加し、1,765億２千２百万円となった。これは主に、

利益の計上に伴う利益剰余金の増加によるものである。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前第２四半期連結累計期間末に比べ21億４千８

百万円増加し、551億２千３百万円となった。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連結累計期間の収入に比

べ８億１千万円増加し、152億７千５百万円の収入となった。これは主に、未成工事受入金の増加によるもので

ある。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連結累計期間の支出に比

べ23億７千６百万円増加し、44億６千７百万円の支出となった。これは主に、有形固定資産の取得による支出

の増加によるものである。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連結累計期間の支出に比

べ13億４千６百万円増加し、48億２千９百万円の支出となった。これは主に、配当金の支払額の増加によるも

のである。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はない。

なお、当社は東日本高速道路株式会社東北支社が発注する東日本大震災に係る舗装災害復旧工事の入札に関

し、平成28年９月６日に公正取引委員会から排除措置命令及び課徴金納付命令を、同年９月７日に東京地方裁判

所から罰金刑の判決を、東日本高速道路株式会社関東支社が発注する同内容の入札に関し、同年９月21日に公正

取引委員会から排除措置命令及び課徴金納付命令を受けた。

また、平成28年８月２日に東京都、東京港埠頭株式会社若しくは成田国際空港株式会社が発注する舗装工事又

は国土交通省が発注する東京国際空港に係る舗装工事に関する独占禁止法違反の疑いで、同年９月28日にアス

ファルト合材の製造販売業者が共同して、神戸市及びその周辺地域において供給するアスファルト合材の販売価

格の引上げを決定している疑いで、それぞれ公正取引委員会の立入り検査を受けた。

当社としては、公正取引委員会の検査に全面的に協力していく方針である。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は２億３千３百万円である。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 193,000,000

計 193,000,000
 

　

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 94,159,453 94,159,453
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は1,000株である。

計 94,159,453 94,159,453 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項なし。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項なし。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成28年７月１日～
平成28年９月30日

― 94,159,453 ― 19,350 ― 23,006
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(6) 【大株主の状況】

平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

前田建設工業株式会社 東京都千代田区富士見２丁目10番２号 20,460 21.73

NORTHERN TRUST CO. (AVFC) RE
SILCHESTER INTERNATIONAL
INVESTORS INTERNATIONAL VALUE
EQUITY TRUST
（常任代理人　香港上海銀行東京
支店　カストディ業務部）

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON E14
5NT, UK
 

（東京都中央区日本橋３丁目11番１号）

5,060 5.37

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 3,836 4.07

ノーザン　トラスト　カンパ
ニー　エイブイエフシー　リ　
ユーエス　タックス　エグゼンプ
テド　ペンション　ファンズ
（常任代理人　香港上海銀行東京
支店　カストディ業務部）

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON E14
5NT, UK
 

（東京都中央区日本橋３丁目11番１号）

3,537 3.76

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 2,357 2.50

前田道路社員持株会 東京都品川区大崎１丁目11番３号 1,954 2.08

ノーザン　トラスト　カンパニー
（エイブイエフシー）アカウン
ト　ノン　トリーテイー
（常任代理人　香港上海銀行東京
支店　カストディ業務部）

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON E14
5NT, UK
 
（東京都中央区日本橋３丁目11番１号）

1,795 1.91

共栄火災海上保険株式会社 東京都港区新橋１丁目18番６号 1,500 1.59

CBNY-GOVERNMENT OF NORWAY
 
（常任代理人　シティバンク銀行
株式会社）

388 GREENWICH STREET, NEW YORK, NY 10013
USA
 
（東京都新宿区新宿６丁目27番30号）

1,358 1.44

NORTHERN TRUST CO. (AVFC) RE
IEDU UCITS CLIENTS NON LENDING
15 PCT TREATY ACCOUNT
（常任代理人　香港上海銀行東京
支店　カストディ業務部）

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON E14
5NT, UK
 
（東京都中央区日本橋３丁目11番１号）

1,028 1.09

計 ― 42,886 45.55
 

(注) １　上記の他、当社が7,727千株(発行済株式総数に対する所有株式数の割合8.21％)所有している。

２　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、当社として把握することができない。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
― ―

普通株式 7,727,000
(相互保有株式)

― ―
普通株式 247,000

完全議決権株式(その他)
普 通 株
式　　

85,727,000 85,727 ―

単元未満株式
普 通 株
式　　

458,453 ― ―

発行済株式総数 94,159,453 ― ―

総株主の議決権 ― 85,727 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、次の株式数が含まれている。

　(1) 自己保有株式数

前田道路株式会社所有 710株
 

　(2) 相互保有株式数

東海アスコン株式会社所有 105株
 

　

② 【自己株式等】

平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
前田道路株式会社

東京都品川区大崎
１丁目11番３号

7,727,000 ― 7,727,000 8.21

(相互保有株式)
東海アスコン株式会社

愛知県豊橋市石巻平野町
字日名倉37番地

247,000 ― 247,000 0.26

計 ― 7,974,000 ― 7,974,000 8.47
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項なし。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載している。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けている。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 37,141 38,511

  受取手形・完成工事未収入金等 49,130 33,164

  有価証券 42,785 42,441

  未成工事支出金等 ※１  6,678 ※１  9,743

  その他 13,181 11,827

  貸倒引当金 △129 △130

  流動資産合計 148,788 135,557

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物・構築物（純額） 14,453 14,378

   機械・運搬具（純額） 12,428 11,731

   土地 45,098 48,897

   その他（純額） 869 2,630

   有形固定資産合計 72,850 77,637

  無形固定資産 1,284 1,151

  投資その他の資産   

   投資有価証券 17,316 17,334

   その他 6,848 7,218

   貸倒引当金 △12 △8

   投資その他の資産合計 24,152 24,544

  固定資産合計 98,288 103,332

 資産合計 247,076 238,890

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金等 26,593 21,107

  未払法人税等 6,976 2,983

  未成工事受入金 3,614 5,661

  賞与引当金 3,159 3,072

  引当金 407 420

  その他 8,792 6,149

  流動負債合計 49,544 39,394

 固定負債   

  退職給付に係る負債 21,814 21,710

  独占禁止法関連損失引当金 1,320 631

  その他 677 631

  固定負債合計 23,812 22,973

 負債合計 73,356 62,367
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 19,350 19,350

  資本剰余金 23,262 23,343

  利益剰余金 138,195 140,727

  自己株式 △4,767 △4,775

  株主資本合計 176,041 178,646

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 4,023 3,911

  為替換算調整勘定 △90 △131

  退職給付に係る調整累計額 △7,406 △6,941

  その他の包括利益累計額合計 △3,474 △3,161

 非支配株主持分 1,153 1,037

 純資産合計 173,720 176,522

負債純資産合計 247,076 238,890
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 101,232 101,615

売上原価 86,072 86,285

売上総利益 15,159 15,330

販売費及び一般管理費 ※１  4,760 ※１  5,006

営業利益 10,399 10,323

営業外収益   

 受取利息 26 46

 受取配当金 156 220

 その他 235 96

 営業外収益合計 419 363

営業外費用   

 為替差損 7 127

 その他 35 76

 営業外費用合計 42 204

経常利益 10,775 10,482

特別利益   

 固定資産売却益 52 38

 独占禁止法関連損失引当金戻入額 － 139

 事業構造改善費用戻入益 － 279

 環境対策費戻入益 124 －

 その他 1 21

 特別利益合計 178 479

特別損失   

 固定資産除却損 88 128

 減損損失 215 31

 投資有価証券評価損 － 53

 その他 21 3

 特別損失合計 325 216

税金等調整前四半期純利益 10,628 10,745

法人税等 3,710 3,441

四半期純利益 6,918 7,303

非支配株主に帰属する四半期純利益 15 33

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,902 7,270
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 6,918 7,303

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △594 △112

 為替換算調整勘定 16 △40

 退職給付に係る調整額 342 465

 その他の包括利益合計 △235 312

四半期包括利益 6,682 7,616

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 6,668 7,584

 非支配株主に係る四半期包括利益 14 32
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 10,628 10,745

 減価償却費 3,220 3,284

 減損損失 215 31

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △63 △2

 賞与引当金の増減額（△は減少） 7 △88

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 321 565

 
独占禁止法関連損失引当金の増減額（△は減
少）

－ △689

 受取利息及び受取配当金 △183 △267

 為替差損益（△は益） 2 134

 固定資産除却損 88 128

 売上債権の増減額（△は増加） 16,034 15,934

 未成工事支出金等の増減額（△は増加） △3,270 △3,031

 仕入債務の増減額（△は減少） △5,919 △5,575

 未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,209 2,047

 その他 △1,582 △1,449

 小計 20,708 21,766

 利息及び配当金の受取額 191 268

 法人税等の支払額 △6,434 △6,759

 営業活動によるキャッシュ・フロー 14,465 15,275

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有価証券の取得による支出 △31,496 △38,023

 有価証券の売却及び償還による収入 32,998 39,976

 信託受益権の取得による支出 △25,588 △20,398

 信託受益権の償還による収入 25,880 20,400

 有形固定資産の取得による支出 △3,759 △9,075

 有形固定資産の売却による収入 153 310

 定期預金の預入による支出 △50 △17,000

 定期預金の払戻による収入 5 20,000

 その他 △233 △656

 投資活動によるキャッシュ・フロー △2,090 △4,467

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 配当金の支払額 △3,458 △4,753

 非支配株主への配当金の支払額 △3 △67

 その他 △21 △8

 財務活動によるキャッシュ・フロー △3,483 △4,829

現金及び現金同等物に係る換算差額 8 △107

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 8,899 5,870

現金及び現金同等物の期首残高 44,074 49,147

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 105

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  52,974 ※１  55,123
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日)

　

１　連結の範囲の重要な変更

前連結会計年度において非連結子会社であった㈱船田土木は、重要性が増したため、第１四半期連結会計期間

から連結の範囲に含めている。

２　持分法適用の範囲の重要な変更

前連結会計年度において持分法適用の非連結子会社であった青葉建設㈱は、重要性が低下したため、第１四半

期連結会計期間から持分法適用の範囲から除外している。

　

(会計方針の変更等)

　

（会計方針の変更）

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日)

　

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する

実務上の取扱い」（実務対応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間から適用し、平成28年４

月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更している。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微である。

　

（追加情報）

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日)

　

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用している。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

　

※１　未成工事支出金等の内訳

 

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

未成工事支出金 5,423百万円 8,497百万円

材料貯蔵品 1,222 1,225

製品貯蔵品 32 20
 

　

　○　受取手形裏書譲渡高

 

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

 12,496百万円 10,822百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

　

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

従業員給料手当 1,419百万円 1,360百万円

賞与引当金繰入額 880 908 

退職給付費用 202 228 

貸倒引当金繰入額 － 49 
 

　

　○　売上高の季節的変動

　

前第２四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平

成28年４月１日　至　平成28年９月30日)

　

当グループは、連結会計年度の売上高における下半期の売上高の割合が大きくなるといった季節的変動がある。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

現金預金 30,527百万円 38,511百万円

有価証券 43,328 42,441

計 73,856 80,953

預入期間が３ヶ月を
超える定期預金

△883 △7,801

償還期間が３ヶ月を
超える債券等

△19,998 △18,028

現金及び現金同等物 52,974 55,123
 

　

(株主資本等関係)

　

前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

　

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 3,458 40 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

　

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項なし。
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当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

　

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 4,753 55 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

　

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項なし。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　

前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

　

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

建設事業
製造・
販売事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 65,702 35,282 100,985 246 101,232 － 101,232

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

2 12,085 12,087 250 12,338 △12,338 －

計 65,705 47,368 113,073 496 113,570 △12,338 101,232

セグメント利益 5,841 6,542 12,383 9 12,392 △1,993 10,399
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース業務、保険代理業務及びコ

ンサルタント業務等を含んでいる。

２　セグメント利益の調整額△1,993百万円には、セグメント間取引消去△4百万円及び各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,988百万円が含まれている。なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費である。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
　

当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

　

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

建設事業
製造・
販売事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 67,892 33,505 101,398 217 101,615 － 101,615

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

32 11,053 11,085 303 11,389 △11,389 －

計 67,924 44,558 112,483 520 113,004 △11,389 101,615

セグメント利益 5,472 6,899 12,371 46 12,418 △2,094 10,323
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース業務、保険代理業務及びコ

ンサルタント業務等を含んでいる。

２　セグメント利益の調整額△2,094百万円には、セグメント間取引消去△11百万円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用△2,083百万円が含まれている。なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費である。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
　

EDINET提出書類

前田道路株式会社(E00061)

四半期報告書

16/19



(１株当たり情報)

　

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりである。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日)

１株当たり四半期純利益 80.04円 84.24円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する
四半期純利益

(百万円) 6,902 7,270

普通株式に係る親会社株主に
帰属する四半期純利益

(百万円) 6,902 7,270

普通株式の期中平均株式数 (千株) 86,243 86,308
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載していない。
　

(重要な後発事象)

該当事項なし。

　

２ 【その他】

該当事項なし。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】
　

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年11月10日

前田道路株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　古　　山　　和　　則　　㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   川　　村 　　　　敦　 ㊞

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている前田道路株式会

社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、前田道路株式会社及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管している。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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